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環境負荷を軽減する機能性コンクリート製品の開発

(その１：製造方法及び圧縮強度特性)

前川明弘＊，村上和美＊

Product Development of Functional Concrete Designed to Reduce

the Environmental Burdens

(Part 1：Manufacturing Method and Compressive Strength Properties)

Akihiro MAEGAWA and Kazumi MURAKAMI

１． はじめに

近年，建設業界では，利便性，快適性などを考慮

しつつも経済効率を優先した構造物の製造・施工方

法を見直し，資源循環，環境負荷低減といった「地

球環境」を意識した取り組みが強く求められるよう

になった．

このような背景の中，著者らは，これまでに内部

に多くの連続した空隙を持ち，植生ブロックや魚礁

ブロックなど様々な機能を有するポーラスコンクリ

ートに関する研究を進めてきた 1)．

本研究では，ポーラスコンクリートの適用範囲を

さらに拡大させることを目的として，小粒径骨材を

用いて空隙径を小径化したポーラスコンクリート

（以下，小粒径ポーラスコンクリートとする）の各

種特性に関する検討を行った．小粒径ポーラスコン

クリートは，使用する骨材径の範囲を 0.6～2.5mm

とし，従来のポーラスコンクリート（骨材径:2.5～

20mm）では得られない小さな空隙を有することを

特徴とする．空隙径を小径化させることで，従来品

の保水性能や揚水性能などが格段に向上するものと

思われ，新たな用途開発も期待できる．また，本研

究が対象とする骨材径は，溶融スラグなど通常では

利用されない粒度の産業廃棄物や副産物を有効利用

できる可能性が高く，より環境に配慮した製品とな

りうる．

本報では，小粒径ポーラスコンクリートの基礎的

＊ 材料技術研究課

表 1 実験の要因水準

表 2 使用材料

な検討として実施した製造方法及び圧縮強度特性の

実験結果について報告する．

２． 実験方法
本実験の要因水準を表 1 に示す．

２．１ 使用材料
本実験の使用材料を表 2 に示す．本報では，一般

普通ポルトランドセメント

密度：3.16g/cm3，比表面積3290cm2/g
シリカフュームセメント

密度：3.08g/cm
3
，比表面積6440cm

2
/g

産地：三重県松阪市産
6号砕石（骨材粒径5～13mm）：

表乾密度2.71g/cm
3
，吸水率1.00％

8号砕石（骨材粒径1.2～2.5mm）：

表乾密度2.67g/cm
3
，吸水率1.42％

9号砕石（骨材粒径0.6～1.2mm）：
表乾密度2.69g/cm3，吸水率1.39％
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25（普通ポルトランドセメント使用）
21（シリカフュームセメント使用）
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10， 20， 30

150（ 6号砕石・目標空隙率10％）
190（ 6号砕石・目標空隙率20％，30％）
230（ 8号砕石）

270 *（9号砕石） *0打フロー値
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